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一
一
ノ
九
、
牛
玉
宝
印
寄
付
状 

 

出
典 

笠
置
寺
所
蔵
の
現
本 

 

解
説 

十
一
面
観
音
悔
過
の
法
要
は
天
平
勝
宝
四
年
に
笠
置
寺
で
初
め
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
廃
絶
し

た
。
こ
れ
を
嘆
い
た
東
大
寺
勧
進
沙
門
庸
訓
が
笠
置
寺
多
聞
院
光
専
と
は
か
り
、
庸
訓
の
先
達
、
公
慶
上

人
（
治
承
、
永
禄
の
戦
火
で
焼
け
落
ち
て
い
た
大
仏
殿
の
再
建
を
実
現
さ
せ
た
勧
進
僧
）
の
志
を
体
し
、
師
の
護
持
せ

る
神
符
た
る
正
月
堂
牛
玉
宝
印
（
ゴ
オ
ウ
ホ
ウ
イ
ン
）
と
庸
訓
の
弟
子
で
あ
る
秀
節
が
造
っ
た
十
一
面
観
音
を

笠
置
寺
に
寄
付
し
、
こ
の
法
要
の
再
興
を
図
っ
た
も
の
。
正
月
堂
牛
玉
宝
印
と
庸
訓
の
書
に
な
る
「
普
門

示
現
」（
観
音
経
の
一
節
）
が
今
も
笠
置
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
秀
節
の
十
一
面
観
世
音
菩
薩
は
現
在

舎
利
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

牛
の
胆
嚢
に
で
き
る
石
が
漢
方
薬
の
牛
黄
で
こ
れ
が
牛
玉
で
あ
る
。
東
大
寺
で
は
お
水
取
り
の
際
に
こ

の
牛
玉
宝
印
の
札
を
刷
っ
て
修
二
会
満
行
ま
で
秘
仏
の
十
一
面
観
世
音
菩
薩
に
祈
願
す
る
。 

 

原
典 

 

 
 

寄
附
状
之
事 

正
月
堂
牛
玉
宝
印
一
枚 

 

右
往
昔
正
月
堂
行
法
加
持
牛
玉
宝
印
也
、
依
有
由
緒
当
寺
伝
来
、
元
祖
公
慶
上
人
所
護
持
也
、
今
般
正 

月
堂
本
尊
并
牛
玉
宝
印
、
其
寺
令
寄
附
之
畢
、
尤
可
被
為
鎮
護
国
家
寺
運
栄
曜
之
基
者
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

造
東
大
寺
大
勧
進
上
人 

庸
訓 

 
 

元
文
三
年
八
月 

笠
置
寺
衆
徒
中 

 

読
み
下
し
文 

寄
附
状
の
事 

正
月
堂
牛
玉
宝
印
（
注
一
）
一
枚 

 

右
は
往
昔
正
月
堂
に
て
行
法
加
持
せ
る
牛
玉
宝
印
也
、
由
緒
有
る
に
依
っ
て
当
寺
に
伝
来
し
、
元
祖
公

慶
上
人
（
注
二
）
護
持
す
る
所
也
、
今
般
正
月
堂
本
尊
并
牛
玉
宝
印
を
其
寺
に
之
を
寄
附
せ
し
め
畢
ん
ぬ
。 

尤
も
鎮
護
国
家
、
寺
運
栄
曜
の
基
と
な
さ
る
べ
き
者
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

造
東
大
寺
大
勧
進
上
人 

庸
訓
（
注
三
） 

 
 

元
文
三
年
（
一
七
三
八
年
）
八
月 

笠
置
寺
衆
徒
中 

 
 

 

注
一
、
牛
玉
と
書
く
が
「
ご
お
う
」
と
読
む
。
東
大
寺
で
修
二
会
の
と
き
に
配
る
お
守
り
。 
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注
二
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
東
大
寺
大
仏
殿
を
再
興
し
た
東
大
寺
大
勧
進
。
大
仏
殿
は
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
年
）
の 

 
 
 

三
好
三
人
衆
と
松
永
久
秀
と
の
兵
火
で
焼
亡
し
て
以
来
、
江
戸
時
代
に
な
る
も
復
興
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
貞
享

元
年
（
一
六
八
四
年
）
公
慶
は
大
仏
殿
再
興
を
志
し
、
行
基
、
重
源
の
先
例
に
な
ら
っ
て
畿
内
を
勧
進
し
て
大
仏
殿

再
建
に
奔
走
し
た
。
大
仏
殿
の
落
慶
供
養
は
公
慶
の
死
後
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
年
）
に
行
な
わ
れ
た
。 

 

注
三
、
大
勧
進
と
は
大
寺
院
の
造
営
修
理
に
対
し
て
勅
許
を
得
て
任
命
さ
れ
る
僧
。
東
大
寺
に
お
い
て
は
江
戸
時
代
に 

 
 
 

な
っ
て
大
仏
殿
の
再
建
に
努
力
し
た
の
は
公
慶
上
人
で
あ
っ
た
。
以
後
大
勧
進
は
公
盛
、
公
俊
、
庸
訓
と
代
々 

 
 
 

受
け
継
が
れ
、
こ
の
牛
玉
宝
印
が
笠
置
寺
に
寄
付
さ
れ
た
元
文
三
年
は
庸
訓
の
手
に
よ
り
江
戸
時
代
に
お
け
る
大

仏
殿
再
建
事
業
の
殆
ど
が
終
わ
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
な
お
庸
訓
が
大
勧
進
で
あ
っ
た
の
は
享
保
十
三
年
か
ら
寛
保

元
年
（
一
七
四
一
年
）
ま
で
。 

    

造東大寺大勧進上人庸訓の寄付状 

 


